































































































































　This is my hero.














































　I sometimes get up at 6:00.
























　I like playing the piano.
　I enjoyed swimming.
　I want to go to Italy.




















も つ what time、what sport や many flowers、your 






















　I like soccer very much.
のような、very much 全体で強調を表す句では much
は単独では使用されないため、副詞句としての用法は避










We sometimes play soccer together.［６-49］




stand up、sit down、get up、wake up
などが日常を語るのに必要とされる。24）
　その他に注意すべき副詞として、主語と同格的に使用
される all と、同様に文尾で前の代名詞を補う too「同
様に、もまた」の使用例もあるが、前者では日本語との
並行性があり、感覚的に意味をとることは難しくない。
They are all tall.［６-73］
その子たちはみんな背が高い。































　　It’s on the desk.
　ｂの文構造（第２文型）
　　This is for you.
　　I’m from Shizuoka.












　　He is a kind man.





られる。（This is for you. は「これは、あなたのために


















　I have breakfast at 6:00.







　　It’s on the desk.
　　I get up at 7:00.





















　　Are you good at basketball?
の文構造が使用される可能性があるのみ。しかし、ｃの
文構造をもつ文で次の下線部は
　　I have breakfast at 6:00.
　　What do you want for your birthday?
　　You can see it on your right.
































　　１　Are you from Canada?
　　　　Can you dance well?
　　２　Do you like blue?
　否定文
　　１　She isn’t a teacher.
　　　　I can’t play the piano.
　　２　I don’t like soccer very much.
また、否定命令文においては２の形が１にも使用される。
すなわち、「Don’t ＋　原形」となる。


















ると文構造の違いを捉えやすい 34）。すなわち、is Ken / 
study math をそれぞれこの紙面の裏側から要素単位に
見るなら、ken is / math study と並び、対応する日本






　　We went to Kyoto.　私たちは京都に行った。































　　日本語　名詞＊ / 名詞　　英語　名詞 / ＊名詞


































ンテーションを心配する学生が *Tomorrow is worried、
「明日は心配だ」と言うのはまずいが、「落ち着かない」（I 
feel nervous.）を思いつき






































教科書、文部科学省 Let’s Try! 1（東京書籍 2018 年、p. 20）には、










　　文部科学省（2018）Let’s Try! 1、東京書籍［3 年生］、Let’s 
Try! 2［4 年生］、We Can! 1［5 年生］、We Can! 2［6 年生］
24．また句動詞として、get in が Let’s get in the line.「列に入
りましょう」としての使用例がある［６-57］が、これは（全
体で）他動詞で、前置詞 in が the line を（目的語として）とっ










　　a big fog on a log［６-33］
　　the famous nine pines at the shrine［６-57］
　　目的格補語　
　　I can see a big fog on a log.［６-33］
　　さらに、分詞の例として次のような用法も見られる。
　　A big frog on a log and a jogging dog.［６-33］





















語では A/＊B、日本語では A＊/B（/ は意味の切れ目）という
構造が基本であるが、これはその並列構造においても同様で
ある。Ａ / and Ｂに対してＡと / Ｂ。この並列構造は文部科
学省（2018c）には例はないが５年生、６年生用の教科書（We 
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